
11月30日、京都市市民公開講座が開かれました

肺がん検診の
大切さを再確認

専門家の講演や体験談から

がんの中でも死亡原因のトップだという、肺がん。最新の治療法や
検診の大切さについて学べる「京都市市民公開講座　〜はよ受けなあ
かん？肺がん検診〜」が11月30日に開催され、参加者たちが熱心に耳
を傾けました。主催は、「京都市」「京都大学」「アストラゼネカ」「ヘ
ルステック研究所」。

共催／京都市、京都大学、アストラゼネカ、
　　　ヘルステック研究所

講座のラストには「パネルディスカッション」が行われ、参加者から事前に寄せられた肺がんに関する質問に、専門家た
ちがそれぞれの考えを話しました。左から、濱口さん、毛受さん、平井さん、田崎さん、石見さん、堀さん

　最後は、堀さんと田崎さん、平井さん、毛受さん、濱口さんに、同大
学院教授で予防医療を専門とする石見拓さんも加わり、参加者から寄せ
られた質問をテーマにしたパネルディスカッションが開かれました。
　「肺がんになりやすいのはどんな人？」という問いに、毛受さんは「リ
スクが高いのは喫煙者ですが、中にはタバコの影響が少ない肺がんもあ
ります」と回答。肺がんの予防については「はっきりした根拠のある予防
策は禁煙だけ。だからこそ、自覚症状のないうちから検診を受けること
が有効な対策といえます」と石見さん。

　「検診を受けていない人が行動するには？」というテーマの議論では、
「検診の情報を入手したら、家族や友達に伝える働きかけも必要では」と
石見さん。そのほか、「京都市では、がんセット検診をオンラインで申
し込めるようにするといった受診しやすい環境づくりも進めています」
（濱口さん）、「講座を受けたり主治医に聞いたりして肺がん治療の知識
を身につけることも、受診のハードルを下げる方法の一つ」（毛受さん）
といった発言がありました。田崎さんは、「インパクトのある検診の呼
びかけをするのはどうでしょう。踊りが得意なタンクトップの二人組を
キャンペーンに使うとか（笑）」と場内を和ませていましたよ。
　みなさん、それぞれの立場で、検診の重要性を訴えました。

「今ここに僕がいられるのは、がんを早期発見できたお
かげ。みなさんも今日を機会に検診を受けてください」
と田崎さん
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検
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11
月
30
日
、
会
場
と
な
っ

た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
」
に
は
、
幅
広
い
年
齢
の

人
た
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が
訪
れ
、
講
師
の
話

に
う
な
づ
い
た
り
、
メ
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を

取
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た
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す
る
人
も
。

約
２
時
間
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渡
り
、
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が

ん
の
基
礎
知
識
や
検
診
の
重
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「
京
都
市
で
は
六
つ
の
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
肺
が
ん
検
診
は
、
主
に

胸
部
Ｘ
線
検
査
に
よ
り
実

施
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対
象
は
40
歳
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の
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民
で
、
一
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に
１
回
受
け
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が
で
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Ｘ
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検
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司
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潤
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「
治
療
法
が
進
歩
し
て
い
る

と
は
い
え
、
が
ん
が
進
行
し

て
か
ら
治
療
す
る
の
は
大

変
。
早
く
治
療
を
始
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
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、
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准
教
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毛
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史
（
め
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と
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）
さ
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す
。
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
ス
ラ
イ
ド
を

見
せ
な
が
ら
、
肺
が
ん
の
罹

患（
り
か
ん
）者
数
や
死
亡
率

を
紹
介
し
た
後
、
種
類
や
治

療
法
を
解
説
。「
が
ん
が
局

所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合

は
手
術
や
放
射
線
治
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を
、

全
身
に
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が
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て
か
ら
は
薬

後
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登
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し
た
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、

お
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い
コ
ン
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藤
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佑
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２
０
１
７
年
、
出
演
し
て

い
た
番
組
で
紹
介
さ
れ
た
人

間
ド
ッ
ク
の
様
子
を
見
て

「
虫
の
知
ら
せ
か
、
自
分
も

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
」
受

診
、
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
と

い
う
田
崎
さ
ん
。「
入
籍
し

て
間
も
な
い
時
期
で
し
た
。

妻
を
支
え
て
い
く
は
ず
が
、

い
き
な
り
支
え
て
も
ら
う
立

場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
」

「
妻
と
共
に
戦
っ
た
１
０

４
日
」
と
題
し
て
、
自
身
と

妻
の
日
記
を
紹
介
し
な
が

ら
、
が
ん
の
体
験
談
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
、
漫

才
コ
ン
ク
ー
ル
「
Ｍ
─
１
グ

ラ
ン
プ
リ
」
へ
の
出
場
を
控

え
て
い
た
田
崎
さ
ん
は
、「
こ

れ
が
終
わ
る
ま
で
は
手
術
を

受
け
な
い
」
と
決
意
。
妻
も

そ
の
意
志
を
尊
重
し
ま
す

が
、
日
記
に
は
、「
で
き
れ

ば
１
日
で
も
早
く
手
術
を
受

け
て
ほ
し
か
っ
た
。
腫
瘍
が

大
き
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ

は
無
料
だ
そ
う
。
京
都
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一
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費
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を
負
担
す
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た
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低
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れ
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濱
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、
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ホ
ー
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ー
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、
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郵

送
さ
れ
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推
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ハ
ガ
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な
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で
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。
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ド
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物
療
法
や
免
疫
治
療
を
行
う

の
が
一
般
的
で
す
」

内
視
鏡
を
使
っ
た
「
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
手
術
」
や
胸
を
切

り
開
く「
開
胸
手
術
」の
動
画

に
、
参
加
者
が
息
を
飲
む
場

面
も
。
前
者
は
初
期
の
が
ん

で
、
後
者
は
よ
り
進
行
し
た

が
ん
で
行
わ
れ
る
そ
う
。
視

覚
を
通
し
て
、
が
ん
が
進
行

す
る
ほ
ど
手
術
に
よ
る
体
へ

の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
し
た
。

治
療
開
始
時
期
に
よ
る
、

予
後
の
違
い
が
明
ら
か
に

続
く
教
育
講
演
で
は
、
同

研
究
科
特
定
講
師
の
島
本
大

也（
と
も
な
り
）さ
ん
が
、
京

都
市
民
の
健
康
診
断
や
が
ん

検
診
な
ど
の
情
報
を
集
約
し

た
「
京
都
市
統
合
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と

を
も
と
に
、
肺
が
ん
検
診
の

重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
。「
デ

ー
タ
解
析
の
結
果
、
外
科
手

術
が
可
能
な
段
階
で
治
療
を

開
始
で
き
た
人
ほ
ど
、
生
存

期
間
が
長
く
、
医
療
費
の
負

担
も
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
」
と
話
し
ま
し
た
。
早
期

に
発
見
で
き
る
か
ど
う
か
で

そ
の
後
の
生
活
が
大
き
く
変

わ
る
の
で
す
ね
。

う
と
怖
か
っ
た
」
と
い
う
本

音
が
。
が
ん
患
者
を
支
え
る

家
族
の
不
安
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

準
々
決
勝
で
敗
退
と
な
り

早
速
、
手
術
に
。「
麻
酔
を

か
け
る
際
に
は
、
極
度
の
緊

張
で
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
が
低

下
す
る
場
面
も
。
術
後
は
、

の
た
う
ち
回
る
ほ
ど
痛
か
っ

た
で
す
」と
振
り
返
り
ま
す
。

壮
絶
な
治
療
の
体
験
談
に
聞

き
入
る
参
加
者
た
ち
。

一
方
、
相
方
の
ト
キ
さ
ん

が
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
姿
で
見
舞

い
に
現
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

な
る
と
、
会
場
全
体
が
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

仕
事
復
帰
し
た
今
は
、
夫

婦
と
も
に
検
査
を
受
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

る
と
の
こ
と
。「
仕
事
を
休

ん
で
い
る
間
は
収
入
面
の
不

安
も
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
受
け
た
検
診
で
初
期
に
発

見
で
き
た
か
ら
よ
か
っ
た
け

れ
ど
、
も
っ
と
治
療
が
長
引

い
て
い
た
ら
蓄
え
が
尽
き
て

い
た
か
も
。
皆
さ
ん
は
、
保

険
な
ど
で
万
一
に
備
え
て
心

の
ゆ
と
り
を
確
保
し
て
」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
。

最後は、パネルディスカッションが
行われました
自分でできる対策は禁煙と肺がん検診の受診

周囲にも検診を勧める働きかけを

同
講
座
の
一
部
が
、
後
日

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
さ
れ
る
予

定
で
す
。
動
画
視
聴
は
、
京

都
大
学
の
動
画
サ
イ
ト
（htt 

ps://www.channel.
pr.kyoto-u.ac.jp/

）

で
。

左
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
可
。
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は
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せ
ん
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と
し
て
の
思
い
を
話
し
ま
し
た

京
都
市
が
実
施
す
る
肺
が
ん
検
診

対
象
者
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

京都大学大学院医学研究科予防医療学特定講師
島本大也さん

「データベースの分析結果を見ると、2013
年以降、肺がん患者の死亡割合は年々減少
しています。この結果には、2010年代に
なってから、『免疫チェックポイント阻害
薬』『分子標的薬』といった肺がん治療に役
立つ新しい薬剤が保険治療になったことも
影響していると考えられます」

京都大学大学院医学研究科呼吸器外科学准教授
毛受暁史さん
「手術療法、放射線治療、薬物療法、免疫
治療が肺がん治療の4本柱。手術療法には、
胸を開く開胸手術、より傷が小さく痛み
が少ない腹腔鏡手術、さらに患者の負担
が少ないロボット支援手術の3種がありま
す。京都大学では、近年ロボット支援手
術の割合が増えています」

参
加
者
か
ら
は
「
肺
が
ん
の
こ
と

が
よ
く
理
解
で
き
た
」
と
い
う
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

動画視聴
はこちらから

京都市
がん検診は
はこちら


